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●お願い●お願い

本製品を正しく安全にお使いいただくた

め、CD-ROM内のマニュアル「必ずお

読みください」（PDF形式）をお読みく

ださい。マニュアルの開き方は裏面をご

参照ください。

●パッケージ内容をご確認ください●パッケージ内容をご確認ください

　□ REX-USB56本体

　□ モジュラーケーブル

　□ セットアップガイド（本紙） 

　□ ソフトウェアCD-ROM
　□ 保証書

　万一不足がありましたら、お手数ですが

　弊社サポートセンターまたは販売店まで

　ご連絡ください。

製品添付CD-ROMをパソコンのCDドライブに挿入します。2-1.

Windows 10/Vistaの場合

Windows XPの場合

Windows 2000の場合

OH
DATA

モジュラーケーブル
REX-USB56

モジュラージャック・

スプリッタ等へ接続USBポートへ接続

1-1. 図のように接続します。

1-2. 以下の画面が表示されます。

接続の前に、実行中のアプリケーションや画面を

全て閉じていることをご確認ください。

接続の前に、実行中のアプリケーションや画面を

全て閉じていることをご確認ください。

Windows Vistaの場合Windows Vistaの場合Windows Vistaの場合

Windows 8.1/8/7の場合Windows 8.1/8/7の場合Windows 8.1/8/7の場合

Windows 10の場合Windows 10の場合Windows 10の場合

Windows XP/2000の場合Windows XP/2000の場合Windows XP/2000の場合

Windows XP/2000の場合Windows XP/2000の場合Windows XP/2000の場合

Windows 8.1/8/7の場合Windows 8.1/8/7の場合Windows 8.1/8/7の場合

本製品をパソコンの USB ポートから一旦抜き、挿しなおします。可能であれ

ば、他の USB ポートに挿し、画面が表示されるかご確認ください。それでも

表示されない場合は、下記 2-1.2-2 の手順で、メニュー画面より【マニュアル

を開く】→「トラブルシューテイング」を開き、「Q1. 初めて REX-USB56 を

接続したが、”新しいハードウェアが見つかりました（新しいハードウェアの

検出ウィザード）”画面が表示されません。」をご参照ください。

「新しいハードウェア ...」画面が表示されない場合の対処

【キャンセル】をクリック

“新しいハードウェア

の検出ウィザード”が

表示されます。

“新しいハードウェアが

見つかりました”と表示

されます。

【キャンセル】をクリック

※モジュラーケーブルの接続はセット
　アップ完了後でも問題ありません。

REX-USB56をパソコンのUSBポートに接続すると、

REX-USB56 をパソコンの USB ポートに接続すると Windows8.1/

8/7 搭載ドライバーが自動的にインストールされます。

裏面「 3.インストールの確認をおこなう。」 へ進んでください。

Windows10搭載ドライバーが自動的にインストールされますが、製品

添付CD-ROMにてドライバーのインストールをし直す必要がありま

す。「 2.ドライバーのインストールをおこなう。」 へ進んでください。

1.1. モデムを接続する。モデムを接続する。1. モデムを接続する。

ご使用になるにはご使用になるには

ドライバーソフトウェアのドライバーソフトウェアの

インストールが必要です。インストールが必要です。

ご使用になるにはご使用になるには

ドライバーソフトウェアのドライバーソフトウェアの

インストールが必要です。インストールが必要です。

2.2. ドライバーのインストールをおこなう。ドライバーのインストールをおこなう。2. ドライバーのインストールをおこなう。

1

2

1

2

Windows Vistaの場合Windows Vistaの場合Windows Vistaの場合

Windows 10の場合Windows 10の場合Windows 10の場合

【autorun.exe の実行】をクリック

【許可】をクリック

※管理者アカウントのパス
ワード要求画面が表示
された場合、パスワード
を入力してください。

製品添付のCD-ROMは使用しません。製品添付のCD-ROMは使用しません。

※本体LEDは通信時のみ
　点灯点滅します。

OS 搭載ドライバー使用のため、製品添付 CD-ROM を使用しません。

裏面「3. インストールの確認をおこなう。」へ進んでください。

製品添付CD-ROMをパソコンのCDドライブに挿入したら、手順

2-2.へ進んでください。

※製品添付CD-ROMのドライバーをインストールしても利用は可能です。

Windows 10/8.1/8/7/Vista/XP/2000

※32 ビット・64 ビット両対応。

※ご使用の環境によって
画面は表示されない
場合があります。

【autorun.exe の実行】をクリック

メッセージをクリック

Windows 10でご使用の場合、バージョン 1511（OSビルド 10586.104）Windows 10でご使用の場合、バージョン 1511（OSビルド 10586.104）
以降にアップデートしてください。以降にアップデートしてください。

※【スタート】→【設定】→【システム】→【バージョン情報】の順にクリックすると、現在の「バージョン」と「OS

ビルド」を確認できます。

●対応OS●対応OS



2-9.

2-8.

2-5.

セットアップガイド

●お願い

●パッケージ内容をご確認ください

2-3.

裏面へつづく

2-10.

2-4. 画面の指示に従って、作業を進めます。

モデムを接続したことを再確認し、【はい】をクリックます。

裏面「 3.インストールの確認をおこなう。」 へ進んでください。

【いいえ】をクリック

2-6.

2-7.

【OK】をクリック

Windows 10/Vistaの場合Windows 10/Vistaの場合Windows 10/Vistaの場合

Windows XPの場合Windows XPの場合Windows XPの場合

【続行】をクリック

Windows 2000の場合Windows 2000の場合Windows 2000の場合

【はい】をクリック

【OK】をクリック

【終了】をクリック

Windows Vistaの場合

Windows 8.1/8/7の場合

Windows 10の場合

Windows XP/2000の場合

Windows XP/2000の場合

Windows 8.1/8/7の場合

ドライバーがインストールされたパソコンでは、メニュー
画面に、【アップデート】/【アンインストール】のボタンが
表示されます。

インターネット経由で更新情報を確認し、新しいドライバーが見つかった

場合は、ドライバーを更新（アップデート）することができます。

必要なときに、2-1.2-2 の手順で、メニュー画面を開き【アップデート】をク

リックしてください。詳細な手順は【マニュアルを開く】→「トラブルシューテ

イング」を開き、「Q23. 製品添付ドライバーのアップデート方法は？」をご参

照ください。

※アップデートをおこなうにはインターネットの接続が必要です。

アップデートについて

パソコンが本製品を検出していない可能性があります。本製品をパソコン

の USB ポートから一旦抜き、挿しなおします（可能であれば、他の USB

ポート）。1-2. の画面が表示されますので【キャンセル】し、上記画面の【は

い】をクリックしてください。

繰り返し、上記画面が表示される場合の対処

1. モデムを接続する。

ご使用になるには

ドライバーソフトウェアの

インストールが必要です。

ご使用になるには

ドライバーソフトウェアの

インストールが必要です。

2. ドライバーのインストールをおこなう。

メニュー画面が表示されます。
【インストール】をクリックしてください。

Windows Vistaの場合

Windows 10の場合

2-2.

※自動的に表示されない場合は、【CD ドライブ】を開き、【autorun.exe】を

ダブルクリックしてください。

製品添付のCD-ROMは使用しません。

※ご使用のパソコンがインターネットに接続されている場合は【はい】をクリック

し、更新情報の確認ができます。 確認は、後でおこなうこともできます。手順は

「2-10. アップデートについて 」をご参照ください。

【インストール】をクリック

次の画面（2-7. 画面）になるまで、少し待ちます

【はい】をクリック

【インスト－ル】をクリック

Windows 10でご使用の場合、バージョン 1511（OSビルド 10586.104）
以降にアップデートしてください。

●対応OS

※ユーザーアカウント制御のメッセージが表示された場合、【続行】をクリック。



使用上の注意

4.4. モデムの設定をおこなう。モデムの設定をおこなう。4. モデムの設定をおこなう。

3-3.

3-4.

3-1.

3-2.

【モデムの照会】をクリック

コマンドと応答の欄に 
文字が表示される※

※【診断】が表示されていない場合、ドライバーが正常にインストールされてい

ません。対処方法は「3-2. 表示されていない場合の対処 」をご参照ください。
デバイスマネージャーを開きます。

インストールの確認をおこないます。

インストールの確認をおこなう。インストールの確認をおこなう。3.3.3. インストールの確認をおこなう。

【システムのプロパティ】 
をクリック

4-2. 最初に設定する場合にのみ表示。

※2回目以降は4-3.の画面が表示されます。

4-1.【コントロールパネル】にて【電話とモデムのオプション】を開いてくだ

さい。

Windows XP
の場合

Windows Vista
の場合

Windows 10/8.1/8/7
の場合

Windows 2000
の場合

製品添付 CD-ROM 内のマニュアル（PDF）について

ドライバーのアンインストール

1

1

2

3

【スタート】 → 【コンピューター】 をクリック。

画面左上の【デバイスマネージャー】をクリック。

【診断】をクリック

【OK】をクリック

※ コマンドと応答の欄に文字が表示されない場合、以下の設定をおこなっても

同様かご確認ください。

● 他にソフトウェア（特にモデム（COM ポート）を使用する）が起動している場合、その
ソフトウェアを終了します。

● コントロールパネルの「電話とモデム（または、電話とモデムのオプション）」の「モデ
ム」タブにて REX-USB56 以外のモデムが登録されている場合、その他のモデムを削
除します。

● 本紙面記載のアンインストールを参照の上ドライバーを削除し、再インストールをお
こなってください。

●  USB ポートを変更してください。

● パソコン本体のシリアルポートを可能であれば使用不可（Disable）に設定してくださ
い。（設定方法はパソコンのマニュアルをご参照ください。） 

応答欄に“成功”が表示されればパソコンと

モデムの接続は正しくおこなわれています。

※【ユーザーアカウント制御】画面が表示されたら、【はい】または【続行】ボタンをクリック。

Windows 10/8.1/8の場合Windows 10/8.1/8の場合Windows 10/8.1/8の場合

Windows 7/Vistaの場合Windows 7/Vistaの場合Windows 7/Vistaの場合

Windows XPの場合Windows XPの場合Windows XPの場合

Windows  2000の場合Windows  2000の場合Windows  2000の場合

　【スタート】→【コントロ－ルパネル】（→【パフォーマンスとメンテナン

ス】）→【システム】をダブルクリック→【ハードウェア】タブをクリック

→【デバイスマネージャ】ボタンをクリック

　【スタート】→【設定】→【コントロールパネル】→【システム】をダブルクリック

→【ハードウェア】タブをクリック→【デバイスマネージャ】ボタンをクリック

Windows 8.1/8/7 搭載ドライバーが正常にインストールされていません。

本製品をパソコンの USB ポートから一旦抜き、挿しなおし（可能であれば

他の USB ポート）、画面に表示されるかご確認ください。

表示されていない場合の対処

Windows 8.1/8/7の場合Windows 8.1/8/7の場合Windows 8.1/8/7の場合

【モデム】の左の　をクリック
すると　になり、【Conexant
USB CX93010 ACF Modem】
が表示されることを確認。

1

2 【Conexant USB CX93010
ACF Modem】をダブルクリック。

3

2

※デスクトップ画面を開いている前提で説明します。

Windowsキー　　を押しながら

Xキー  　 を押し、表示された一覧

から【デバイスマネージャー】を

クリック。

X

※画面左下の【スタート】を右クリック

しても、右記の一覧を表示できます。

”クラシック表示”をクリック。

【電話とモデム】アイコンが確認できない場合の対処

Windows10/8.1/8/7の場合

Windows Vista/XPの場合

”大きいアイコン”または“小さいアイコン”に切り替え。

コントロールパネルの表示方法を切り替えてからご確認ください。

“06”は例です。
市外局番／エリアコード
は、お客様がご使用にな
る場所の番号を入力して
ください。

【OK】をクリック

雷などによるサージ電圧（瞬間的・断続的な過電圧）から本製品を保護する回路を内蔵し

ていますが、より効果の高い保護対策を希望される場合は、雷サージ保護装置を併用する

ことをお薦めします。なお、雷などの天災による故障の場合は、保証対象外となります。ま

た、本製品を使用しない場合は、本製品からモジュラーケーブルを外しておくことをお勧

めします。

ドライバーが正常にインストールされていません。

本紙面記載の「製品添付 CD-ROM ドライバーのアンインストール」をおこ

ない、本製品をパソコンから取り外してください。

再度、「1. モデムを接続する。」の手順に戻り作業をおこなってください。

表示されていない場合の対処

Windows 10/Vista/XP/2000の場合Windows 10/Vista/XP/2000の場合Windows 10/Vista/XP/2000の場合

2 【REX-USB56】をダブルクリック。

1 【モデム】の左の   をクリックす
ると    になり、【REX-USB56】
が表示されることを確認。



使用上の注意使用上の注意

ラトックシステム(株) サポートセンター ℡06-6633-0190/03-5207-6410　（土日祝、指定休日を除く 10-13時､14-17時）

モジュラージャックにモジュラーケーブルが接続されていることを確認

後、お客様の接続環境に応じて設定をおこなってください。

例）インターネットの設定→プロバイダから提供された説明書を参照

　  FAXソフトの設定→FAXソフトの説明書参照

パルスを選択しているのにダイヤルアップ接続でトーン音がして接続できな

い場合は、2-1.2-2 の手順で、メニュー画面より【マニュアルを開く】→「トラ

ブルシューテイング」を開き、「Q3.パルス接続ですが、発信できません。」をご

参照ください。

4. モデムの設定をおこなう。

インストールの確認をおこなう。3. 4-3.

4-5.

製品添付 CD-ROM 内のマニュアル（PDF）について製品添付 CD-ROM 内のマニュアル（PDF）について

ドライバーのアンインストールドライバーのアンインストール

メニュー画面で、以下のマニュアル（PDF）を開くことができます。

・必ずお読みください

・セットアップガイド （本紙と同じ内容）

・ダイヤルアップ接続

・FAX 送信

・トラブルシューティング

その他、安全にご使用いただくための注意事項、お問い合わせ、修理などに

ついて”必ずお読みください”（PDF）に記載しています。必ずご参照ください。

※ 本製品をパソコンに装着している状態でアンインストールします。

※ 本製品をパソコンに装着している状態でアンインストールします。

3-2.の画面にて【Conexant USB CX93010 ACF Modem】

を右クリックしメニューから削除を選択します。

REX-USB56 Setup Guide         Mar/2016   REV.8.0
 C RATOC Systems, Inc.  REXUSB56-MAN80-1603

1.【アンインストール】ボタンをクリックします。

2.画面の指示に従って作業を進めます。

3.本製品を取り外し【OK】をクリックします。

4.メニュー画面を終了し、パソコンを再起動します。

※ドライバーを再インストールする場合も、本製品を取り外します。

よくあるトラブル

Windows 10/8.1/8の場合

Windows 7/Vistaの場合

Windows XPの場合

Windows  2000の場合

Windows 8.1/8/7の場合

ドライバーソフトウェアのインストールが正常におこなわれなかっ

た場合や、本製品を削除したい場合は、以下の作業をおこないます。

Windows 8.1/8/7搭載ドライバーのアンインストール

製品添付CD-ROMドライバーのアンインストール【編集】をクリック

4-4.

入力または選択する値について

●ダイヤル情報（　の設定について）

交換機などを使用しない一般のアナログ回線では空欄です。

会社の電話では、PBX（構内交換機）を使用しているため、外線発信に

0 や 9 が必要な場合があります。この場合は、必ず外線発信番号に数

字と“ , （コンマ）”を入れてください。

●ダイヤル方法（　の設定について）

　お客様がご契約の電話回線を選択

　● トーン＝プッシュホン回線

　● パルス＝ダイヤル回線

【OK】をクリック

    通常は入力不要
※会社で外線発信番号が必要な場合、下記「●ダイ
　ヤル情報」を参照し設定をおこなってください。

トーンまたはパルスを選択
（プッシュホン回線） （ダイヤル回線）

1

2

3

2

1

※PDF ファイルをご覧になるには Adobe 

Reader が必要です。Adobe  Reader の

インストールは、メニュー画面の【Adobe 

Reader】をクリックします。Windows 

10/8.1/8 では標準で PDF Reader を搭

載しているためインストールは不要です。  

※

※ Class2 のみ対応の FAX ソフトは使用できません。

※ パソコンで FAX を使用するには、FAX ソフト（Class1対応）が必要です。Windows 

Vista の Home Basic/Home Premium Edition には FAX ソフトは標準添付され

ていません。

※ Windows 8.1（64 ビット）で Windows FAX とスキャンを使用する場合は、

Windows Update（更新プログラム(KB3000850)）が必要です。

※ Windows 7では、Intel製USB3.0ポートで使用できません。USB2.0ポートでご使用

ください。（パソコン搭載のUSBポートがIntel製USB3.0ポートに該当するかは、ご

使用のパソコンメーカー／マザーボードメーカーにお問い合わせください。）

※ 本製品は NTT 加入回線用に設計されています。ボタン電話・ビジネスフォン・ホーム

テレフォン・家庭用キーテレフォン・PBX（構内交換機）・ADSL・光電話等では、

NTT の電話回線と電気的条件が異なり接続できないことがあります。接続する場合は

装置メーカーや保守会社にお問い合わせください。

※ キャッチホンサービスを契約している電話回線での使用は避けてください。

※ ISDN 回線には直接接続できません。必ず、ターミナルアダプターのアナログポートに

接続してください。

※ ナンバーディスプレイの動作は保証していません。

※ 本製品の同時接続は、最大 4 台までとなります。

※ +48V 給電のないターミナルアダプターでは利用できません。ターミナルアダプターの

仕様については各メーカーにお問い合わせください。

※ 回線分配器などに接続した場合、正常に動作しないことがあります。

※ 環境（回線品質・回線状況・接続先の通信規格）によっては DCE 速度が 56Kbpsで

接続できない可能性があります。

※ 環境によっては FAX の自動着信ができない場合があります。

※ ITU-TV.92 で通信するにはプロバイダー側が V.92 に対応している必要があります。

※ Wake Up on Ring には対応していません。

※ 製品改良のため、将来予告なく外観または仕様の一部を変更する場合があります。

※ 本製品は日本国内仕様となっており、海外での保守及びサポートはおこなっておりません。

※ 天災あるいは、本製品の故障・誤作動・停電によって生じた通信障害に対しては、当社

は一切の責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

※ 本製品はパソコン等の OA 機器に使用することを目的として製造されています。医療

機器や電算機システム等のような極めて高い安全性・信頼性が要求される用途には使

用しないでください。

※ 雷などによるサージ電圧（瞬間的・断続的な過電圧）から本製品を保護する回路を内蔵しなどによるサージ電圧（瞬間的・断続的な過電圧）から本製品を保護する回路を内蔵し

ていますが、より効果の高い保護対策を希望される場合は、雷サージ保護装置を併用するていますが、より効果の高い保護対策を希望される場合は、雷サージ保護装置を併用する

ことをお薦めします。なお、雷などの天災による故障の場合は、保証対象外となります。まことをお薦めします。なお、雷などの天災による故障の場合は、保証対象外となります。ま

た、本製品を使用しない場合は、本製品からモジュラーケーブルを外しておくことをお勧た、本製品を使用しない場合は、本製品からモジュラーケーブルを外しておくことをお勧

めします。めします。

Windows 10/Vista/XP/2000の場合
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